
香南市長杯　第７回龍馬カップオープンヨットレース
青い水面を駆ける白いセール

　　５月１７日（日）陸上自衛隊高知駐屯地で、同駐屯地創立49周年・

第５０普通科連隊創隊９周年記念行事が開催され、市内外から多くの

家族連れらが訪れました。

　　記念式典に続き、普段は見ることができない訓練や、装備品の展

示、戦車などへの体験乗車が行われました。日頃の訓練の厳しさがう

かがえる、隊員の技術力と集中力の高さを目の前にし、来場者からは

感嘆の声と拍手が送られていました。

日頃の訓練の成果を披露

▲訓練を披露した後は子どもたちと笑顔でふれあい

　　５月９日(土)・１０日(日)香南市マリンスポーツ施設（シースポ）で

市長杯オープンヨットレースが開催されました。

県内外からセーリング愛好者５４人、４４艇が集い心地よい晴天の

もと、ビギナーから超ベテランまでが一緒にレースへ出場。香南市

からは香南ジュニアヨットクラブと共に、夜須中学校ヨット部のＯＢ・

ＯＧも多数参加しました。

　　ヨットレースにも適した心地よい風にも恵まれ、参加者はレースと

交流を楽しんだ２日間となりました 。 ▲速さを決めるのは「風をつかめるかどうか」

　　全国に知られ、香南市を代表するイベントでもある「土佐赤岡ど

ろめ祭り」が４月２６日(日)赤岡海岸で開催されました。

　　会場は、捕れたてのどろめを肴に大賑わい。また、ステージでの

催しや地曳網などを楽しんだり、波打ち際でのんびりしたりするな

ど、来場者は思い思いの過ごし方で満喫していました。

　　大杯飲み干し大会には、県内外から酒豪自慢の男女２２人が参

加。会場を埋め尽くす観客の前で「ぐう～っと、ぐう～っと」の掛け

声に合わせて飲みっぷりを競いました。

ぐぅ～っと

　ぐぅ～っと！ぐぅ～っと

　ぐぅ～っと！ぐぅ～っと

　ぐぅ～っと！

陸上自衛隊高知駐屯地創立49周年
・第50普通科連隊創隊９周年記念行事

第58回土佐赤岡どろめ祭り

伝言板

香　南　市　役　所 香南市の取り組みや事業を
紹介するコーナーです

　　５月号でもお知らせしましたように、市役所での各

種手続きや市民生活に役立つ行政情報などを掲

載した「くらしのガイドブック」と、各地区の避難所な

どを掲載した「香南市防災マップ」を作成しました。

　　現在、各世帯に順次配布しています。分かりやす

い場所に置いて、ご家族

の皆さんでぜひご活用

ください。

※関連記事…７ページ

総務課くらしのガイドブック・香南市防災マップ
　  を配布しています。

５７‐８５００

６月は「男女共同参画推進月間」です６月は「男女共同参画推進月間」です６月は「男女共同参画推進月間」です

　　JA土佐香美本所で 「南海トラフ大地震に備えた農業用燃

料タンク対策研修会」が行われ、市内農家の方々が参加しま

した。

　　南海トラフを震源とした巨大地震では、強い揺れや津波に

より農業用燃料タンクからの重油の流失や火災の発生が懸

念されており、その対策が迫られています。

　今回は市防災アドバイザーである高知大学の原忠教授の

講演や、燃料タンクの流失防止補助事業などについての説

明があり、改めて燃料タンク対策の重要性について関係者の

理解を深めました。

※来月号で補助金についてお知らせします

農林課　　☎５７‐７５１７５月1４日（木）農業用燃料タンクに地震対策を

人権課 ５７‐８５０７

い場所に置いて、ご家族

の皆さんでぜひご活用んでぜひご活用んの皆さん皆

ください。

※関連記事…７ページ記事 ジ記※関連記関

　　香南市が平成２４年に実施した市民意識調査で

は、「男女平等意識」について、家庭生活で43％、社

会通念・慣習・しきたりで60％、社会全体では59％の

市民が「男性優遇」と考えている結果が出ています。

　　「男だから」「女だから」という固定的な考え方にとら

われず、男女がお互いに社会の対等なパートナーとし

て認め合い、自分の

意思と責任で自由

に生き方を選択で

きる社会を目指し

ましょう。

由

みんなで取り組みましょう
■家族一人ひとりの個性・生き方・考え方を尊重し、家事、
育児、介護などをみんなで協力しましょう。

■事業者は、ワーク・ライフ・バランス(※)への取り組みを
進めるなど、育児や介護を担う労働者が働き続けやす
い職場環境の整備に努めましょう。

■男女が対等な立場で、社会のあらゆる分野における方
針の立案・決定に参画できるようにしましょう。
※ワーク・ライフ・バランスとは、仕事と生活の調和のことです。

一人ひとりが、やりがいや充実感を持ちながら働き、仕事上の責

任を果たすとともに、家庭や地域生活などにおいても、子育て

期、中高年期といった人生の各段階に応じて多様な生き方を

選択・実現できるようにしていきましょう。
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